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（百万円未満切捨て） 

１．平成28年10月期第3四半期の連結業績（平成27年11月1日～平成28年7月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売  上  高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰
属する四半期純

利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年10月期第3四半期 33,519 5.6 3,043 △24.5 3,550 △23.5 2,680 △22.2 
27年10月期第3四半期 31,746 12.8 4,031 47.7 4,642 42.6 3,446 70.0 

（注）包括利益 28年10月期第3四半期 2,031百万円（△63.7 ％） 27年10月期第3四半期 5,598百万円（106.1％） 

1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

28年10月期第3四半期 58.40 － 
27年10月期第3四半期 75.10 － 

(2) 連結財政状態

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
百万円 百万円 ％ 

28年10月期第3四半期 66,793 50,877 70.0 
27年10月期 64,051 49,466 71.1 
（参考）自己資本  28年10月期第3四半期 46,787百万円 27年10月期 45,563百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期  末 合  計 
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年10月期 － 5.00 － 7.00 12.00 
28年10月期 － 6.00 － 
28年10月期(予想) 7.00 13.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

３．平成28年10月期の連結業績予想（平成27年11月1日～平成28年10月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する当期

純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通    期 44,000 7.0 2,900 △41.2 3,500 △38.5 2,500 △40.4 54.46 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

http://www.iharachem.co.jp/


※注記事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 
  新規 ―社 （社名） 、除外 ―社 （社名） 
  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 
（注）詳細は添付資料P3「（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

（注）詳細は添付資料P3「（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 
(4) 発行済株式数（普通株式）  
① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年10月期3Ｑ 51,849,917株 27年10月期 51,849,917株 
② 期末自己株式数 28年10月期3Ｑ 5,935,970株 27年10月期 5,947,940株 
③ 期中平均株式数(四半期累計) 28年10月期3Ｑ 45,908,027株 27年10月期3Ｑ 45,895,416株 
（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員持株会信託型

ESOPの保有する当社株式数が含まれております。 
 
 

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しており

ません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
書類3ページ（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当社グループは、農薬原体（農薬の有効成分）、有機中間体、アミン硬化剤等の製造・販売を

行い、日頃より高品質な製品の安定的な供給に取り組んでおります。 

当四半期では、農薬事業において、国内市場の需要に対応した供給に努める一方、アジア・北

米市場の需要増に対応した調達体制の構築及び供給の最適化に努めてまいりました。 

化成品事業においては、競合他社の台頭によって競争はより激しさを増す状況の中、既存顧客

への安定的な製品供給に努めることに加え、付加価値の高い新規製品の開発にも意欲的に取り組

んでまいりました。 

 

以上の結果、当四半期における当社グループの業績は、 

・売上高は335億1千9百万円（前年同四半期比17億7千3百万円増／5.6%増） 

・営業利益は30億4千3百万円（同9億8千8百万円減／24.5%減） 

・経常利益は35億5千万円（同10億9千1百万円減／23.5%減） 

・親会社株主に帰属する四半期純利益は26億8千万円（同7億6千5百万円減／22.2%減） 

となりました。 

なお、当四半期における海外向け売上高の割合は、69.8％です。 

 

セグメントごとの売上高及び営業利益（以下、「セグメント利益」という）は以下のとおりで

あります。 

 

 

＜農薬事業＞                                 

 

前第３四半期       当第３四半期     増減金額    増減比率 

（百万円）         （百万円）     （百万円）     （％）

売上高          20,555           23,290      ＋2,735     ＋13.3 

セグメント利益       3,930           3,177        △752     △19.1 

 

農薬原体を主品目とした農薬事業につきましては、売上面では海外向けの畑作用除草剤原体が米

国向けの販売計画からは下回っておりますが、前年と比べ売上が増加し増収となりました。 

損益面でも、同剤は計画からは下回りましたが、前年比では数量増に伴う利益増となりました。

しかし、海外向け綿花用除草剤原体の減少や、海外向け水稲用除草剤の地域差による販売価格低下

等による利益低下に加え、為替変動や販管費増加等の影響があり、減益となりました。 

 

 

 

＜化成品事業＞ 

 

前第３四半期       当第３四半期     増減金額    増減比率 

（百万円）        （百万円）      （百万円）     （％） 

売上高          10,086           9,125       △960      △9.5 

セグメント利益        632             566        △65     △10.4 

 

トルエン系化学品、精密化学品、産業薬品を主品目とした化成品事業につきましては、売上面で

は、電子材料向けの樹脂原料等の売上が増加したものの、医薬中間体等の売上の減少が業績に影響

し減収となりました。損益面では、原燃料価格の引き下げによるコスト削減効果はあったものの、

前述の医薬中間体等の減少の影響を受け、減益となりました。 
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(2) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産の残高は、商品及び製品の増加等を主因として、376億7百万円（前連結会計年度末は

346億8千万円）となりました。 

固定資産の残高は、有形固定資産の増加はありましたが、投資有価証券の減少等により、291

億8千6百万円（同293億7千万円）となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて27億4千2百万円増の667億9千3百万円となりま

した。 
 

（負債） 

流動負債の残高は、前受金の増加等により、116億8千7百万円（前連結会計年度末は97億2千5百

万円）となりました。 

固定負債の残高は、繰延税金負債等の減少により、42億2千8百万円（同48億5千9百万円）とな

りました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて13億3千1百万円増の159億1千5百万円となり

ました。 
（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金の増加を主因として、前連結会計年度末に比べて14億1千1百万円増

の508億7千7百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、主力品目の需要動向の下振れ懸念が拡大していることから、平成

28年6月8日に公表しました予想を変更しております。 

詳細につきましては、平成28年8月19日に公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

なお、今後の様々な要因によって実際の業績に大きく差異が発生する可能性があります。 

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定でおります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

   「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上

するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしまし

た。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第３

四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組

替えを行っております。 
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企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）および事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物付属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており

ます。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成26年11月１日  至  平成27年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

20,555 10,086 30,642 1,104 31,746 － 31,746 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 23 23 638 661 △661 － 

計 20,555 10,109 30,665 1,742 32,407 △661 31,746 

セグメント利益 3,930 632 4,562 98 4,660 △628 4,031 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△628百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成27年11月１日  至  平成28年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

23,290 9,125 32,416 1,103 33,519 － 33,519 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 21 21 666 687 △687 － 

計 23,290 9,147 32,437 1,769 34,207 △687 33,519 

セグメント利益 3,177 566 3,744 39 3,783 △740 3,043 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△740百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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